












いる。五通が陣屋役人山本甚兵衛が江戸から直接持参したもののようで【夘四番】 、残り三通は五番御用状と一緒に届いたものである【夘五番】 。一通は同じ内容が重複しているので、実質は七通である。そのうち五通が「御触書」 、二通が 「御達書」 と、 この御用状には記されている。 「御触書」 五通はいずれもこの年三月から四月に出されたもので、 『幕末御触書集成』で照合す と、 四通は「 （老中）水野越前守（忠邦）殿御渡」 「大目付
江」で始まり、 最後に「可被相触候」



















係役所または関係者のみに通達する」ものではなく、触書と同様に「広く一般に伝達」されており、かつ老中には一応上申しておくが、老中・大目付以外の役職（この場合は勘定奉行）から出される が「達書」と考えられる。つまり『幕末御触書集成』に同様に掲載されていて 、すべてが当時同じ「触書」と認識されていたわけではなく、少なくとも「触書」と「達書」は、古文 学が述べ 「一般」か「関係役所または関係者」かというように、伝達され対象で区別されるのではな 、その発給経路や 式によって区別されていた 思わ る。そ 岡部藩では 「触書」は出される すぐに藩内に伝 するも の、 「達書」の方はしばらく様子をみきわめて 、必要に応じて藩内に達したというように、両者 取扱を区別していたのではないかと推測 きる。　
つぎに藩江戸屋敷と陣屋との関係では、藩年寄より武器改めが陣屋に指示されているのが興味深い【夘五番】 。こ
の時期は、異国船が度々日本近海に出没してい 時期であり、幕府も海岸防備に力を入れており、領内 海岸がな領主でも防備に借り こともあ という触も出されているので、そ 関係かと思わ る。　
最後に、藩・陣屋と三河領内支配村・村人との関係では 亡くなった先代藩主の形見を、浅見与兵衛が貰い受けて




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































（６）近世史研究会編『江戸町触集成第十 巻 （塙書房、二 〇〇年） 、史料番号一三八二九。（７）註（４）に じ、史料番号五〇三六 ・ 五〇三七。（８）註（７）に じ。（９）同、史料番号四二九五。（
10）同『同』第四巻（岩波書店、一九九三年） 、史料番号三五〇八。
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